
　明けましておめでとうございます．2017 年 1 月号の
「検査と技術」をお届けします．ただ，このあとがきを書
かせていただいている現在は，2016 年の 11 月で，今，国
内外とも大変な状況です．
　私は東京都に住んでいますが，築地市場の移転先となる
豊洲市場の盛り土問題，4年後に迫る東京オリンピック・
パラリンピックの膨れ上がる費用への懸念と会場変更の問
題がもち上がり，大混乱の状況になっています．前知事の
急な辞任に伴い小池知事が誕生することによって問題が浮
上したのは間違いなく，もし，知事の交代がなかったらど
うなっていたのだろうと思います．本当に，リーダー一人
が変わるだけでこんなに違ってしまうのかと思います．一
方，お隣の韓国では，現職の大統領が検察の事情聴取を受
ける可能性が報道され，国全体が揺らいでいます．海の向
こうの米国では，クリントン氏とトランプ氏が大統領を
争っていますが，お互いに非難の応酬ばかりが目立ち，残
念に思います．新年になり，本号がお手元に届く頃には，
完全解決とまでいかなくても，明るい方向性が見いだせる
ようになっていることを祈るばかりです．
　さて，今回の「病気のはなし」は「肺炎」です．肺炎は
現在，わが国の死因の 3位です．高齢化社会を迎え，この
病気の位置付けがますます高まるのは間違いありません．
検査に携わる者も，相応の知識をもちたいものです．ま
た，「技術講座」も，いつになく多彩で，他の連載欄とと
もに，ぜひ，目を通していただきたい重要な内容です．
　編集委員一同，今年も頑張りますので何卒よろしくお願
い申し上げます． （矢冨　裕）
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あ と が き

編集室より
夜空がきれいなこの季節は，流れ星が見ごろです．代表
は「しし座流星群」（11月）などですが，12月は「ふたご座流
星群」や「こぐま座流星群」，1月は「しぶんぎ座流星群」
と，美しい流れ星に出会えるチャンスがまだまだあるよ
うです．流れ星を見ながら，2017年へ向けて，あれやこ
れやと思いを馳せるのもいいかもしれないですね． （H）
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